
体育科教育法
Teaching Method of Physical Education330431096 髙田由基 専門 2 選択 3前期

科目の概要
　小学校教員として勤務した経験を生かし、体育の授業を行うための基礎的知識や、それを実践化するための授業づくりについて講義・演習を行う。
　本科目はＤＰ２の教育に関する専門的知識と技能の修得及びＤ３の常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高め、社会に貢献できる教師の育成を目指し
て行う。そのために、本科目は体育科研究で学んだ学習指導要領の趣旨や指導内容等の知識をより深め、実際の教育現場での実践に結び付けていくことを目
的とし、教師に必要な基礎的な技能の習得とそれを用いた実際の指導法を運動の系統性の観点から検討していく。また、指導案を作成し模擬授業を行うこと
で教師になるための指導力の習得を目指す。

学修内容 到達目標

① 各運動領域の目標と内容を理解する。
② 体つくり運動(系)の指導法を考え、模擬授業を行う。
授業後の省察により修正指導案を考える。
③ 器械運動(系)の指導法を考え、模擬授業を行う。授業
後の省察により修正指導案を考える。
④ ボール運動(系)では3つの型についての指導法を考え、
模擬授業を行う。授業後の省察により修正指導案を考え
る。

① 学習指導要領の趣旨を踏まえ、各運動領域の目標と内容につ
いての知識を修得し説明できる。
② 体ほぐしの運動と多様な動きや動きを高める運動の指導法を
考え、指導案を作成できる。授業後の省察をもとに、動く楽しさ
を味わわせる指導法を知識や技能を活用し考えることができる。
③ マット運動、鉄棒運動の模擬授業を行い、授業省察により基
礎的感覚から技の習得へとという課題を解決するための系統性を
加味した指導法を考えることができる。
④ ゴール型の模擬授業を行い、ボールを持たないときの動きを
身に付けさせるという課題解決のための指導法を考えることがで
きる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 体育科教育に対する課題を持ち、自ら進んで学修に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 学修内容に関連する事項や課題について、テキストを用いて自己学修をすることができ
る。

考え抜
く力

課題発見力 講義の資料やテキスト等から小学校体育の指導上の課題を具体的事例の中で考えることが
できる。

計画力

創造力 学習指導要領の内容を理解し、その趣旨を生かした授業展開を考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

指導案の作成に当たり、自分の考えた授業構想を発表することができる。

講義内容や発表内容について、疑問点を明確にしながら質問することができる。

教師として学校で子どもに守らせるべきルールやマナーを自分で考え、自らが遵守でき
る。

テキスト及び参考文献

【テキスト１】小学校の体育授業づくり入門-第六版　 2021年3月10日
【テキスト２】文部科学省：小学校学習指導要領（平成29 年告示）解説体育編 平成29 年7 月、２０１８
※参考文献　岩田靖・吉野聡・日野克博・近藤智靖編著：初等体育授業づくり入門、大修館書店

他科目との関連、資格との関連
関連科目：体育科研究
　本科目は小学校教員免許取得のための必修科目であり、小学校で体育の授業を行うに際しての基礎的な理論を中心に授業の行い方を学習してい
く。「体育科教育法」で修得した理論的内容を、より実践的な指導力向上へと図っていく。そして、その後の「児童体育」へと繋がっていく。
関連資格：小学校教諭一種

学修上の助言 受講生とのルール

　体育科研究で学んだことを実践の場に生かせることが求められ
る。そのためには、関連資料をもとに参考資料や実践例を自ら収集
することが求められる。また、先行実践をそのまま行うのでなく、
自分なりの意図をもち、新たな指導法を考えるという創意工夫する
態度が求められる。

・座席を指定するので、指定の場所に着席すること。
・遅刻、欠席に正当な理由がない場合は減点する（遅刻３
回で１回の欠席とみなす）。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①各運動領域の指導内容と指導上の留意点を具体的に説明
できる。
②体つくり運動（系）、器械運動（系）、ボール運動
（系）の指導法を子どもの学びの視点から考えることがで
きる。
③自作の学習カードや資料を取り入れた学習指導案を作成
できる。
④授業省察において、自己を深く見つめ、実践した授業に
対する課題を発見し、子どもの学びの視点を示した修正指
導案を作成ことができる。
①～④が秀でていた場合Ｓ（秀）と評価する。上記①～③
が優れていた場合（Ｓ（秀））と評価する。

①各運動領域の指導内容と指導上の留意点の概略を説明で
きる。
②体つくり運動（系）、器械運動（系）、ボール運動
（系）の指導法を考えることができる。
③自作の学習カードや資料を取り入れた学習指導案を作成
できる。
④授業省察において、実践した授業に対する課題を発見
し、修正指導案を作成することができる。
上記の内容まで十分到達していない、又は課題等の提出遅
れがあった場合はＣ（可）と評価する。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

50

・小学校学習指導要領の趣旨や内容について理解力を評価する。
・体育授業の構成要件等、授業づくりに関する理解力を評価する。
・小学校の運動領域の内容及び指導上の留意点について、正しく理
解しているかを評価する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

小テスト

① ✓

20

・指定された運動領域の学習指導案をＡ４用紙３枚程度で作成す
る。ドキュメントでGoogle Classroomに提出する。
・予習課題と復習課題を提出と内容で評価する（課題は、Google
Classroomで指示し、それを返信する）。

② ✓

③ ✓

④ ✓

レポート

① ✓

20

・指定された運動領域の模擬授業を行う（模擬授業に行うに当たっ
ての教材研究や指導法を中心に評価する）

② ✓

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）体育科教育に対する課題を持ち、自ら進んで学修に取り組むことができる。
（実行力）体育の授業づくりについてテキスト等を調べ、自己学修を進めることができる。
（課題発見力）小学校体育の指導上の課題を具体的事例の中で考え、改善策を探すことができ
る。
（創造力）体育授業を“トレーニング”でなく“ラーニング”の視点で考えることができる。
（発信力）習得した知識や自らの工夫点を聞き手に分かりやすい声の大きさとスピードで発表で
きる。
（傾聴力）人の意見をしっかり聴き、それを踏まえたうえで自らの意見を適切に述べることがで
きる。
（規律性）無断欠席や居眠り、私語など講義に支障をきたす行為をせず、授業が円滑に進行する
よう諸ルールを守ることができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



①各運動領域の指導内容と指導上の留意点の概略を説明で
きる。
②体つくり運動（系）、器械運動（系）、ボール運動
（系）の指導法を考えることができる。
③自作の学習カードや資料を取り入れた学習指導案を作成
できる。
④授業省察において、実践した授業に対する課題を発見
し、修正指導案を作成することができる。
上記の内容まで十分到達していない、又は課題等の提出遅
れがあった場合はＣ（可）と評価する。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

〇オリエンテーション
〇体つくり運動（系）
の指導１
/体つくり運動の指導
内容、体ほぐしの運動
の指導を学習する。

1.予習の確認
2.講義：体つくり運動
の指導内容
3.演習：体ほぐしの運
動
4.復習の指示

・体つくり運動の内容
について、簡潔に述べ
ることができる。
・体ほぐしの運動の指
導内容を試行し、指導
法を考えることができ
る。

（予習）体ほぐしの運
動とは何かを考えてく
る。

（復習）体つくり運動
の指導内容と授業で学
習した体ほぐしの運動
を自ら指導する場合の
指導法をまとめる。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

2

〇体つくり運動（系）
の指導２
/多様な動きをつくる
運動遊びの指導

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：多様な動きを
つくる運動遊び
3.復習の指示

・多様な動きをつくる
運動遊びの指導内容を
試行し、指導法を考え
ることができる。

（予習）参考資料で多様な
動きをつくる運動遊び運動
例を調べる。

（復習）授業で学習した多
様な動きをつくる運動遊び
を自ら指導する場合の指導
法をまとめたり、他の指導
実践内容を探求し整理した
りする。

180

主体性
実行力
発信力
傾聴力
規律性

3

〇体つくり運動（系）
の指導3
/多様な動きをつくる
運動の指導1（バラン
ス、用具操作、力試し
の運動）

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：バランス、用
具操作、力試しの運動
3.復習の指示

・バランス、用具操
作、力試しの運動指導
内容を試行し、指導法
を考えることができ
る。

（予習）参考資料で多様な
動きをつくる運動遊び運動
例を調べる。

（復習）授業で学習したバ
ランス、用具操作、力試し
の運動指導を自ら指導する
場合の指導法をまとめた
り、他の指導実践内容を探
求し整理したりする。

180

主体性
実行力
発信力
傾聴力
規律性

4

〇体つくり運動（系）
の指導3
/多様な動きをつくる
運動の指導2（移動、
用具操作、組み合わ
せ）

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：移動、用具操
作、運動の組み合わせ
3.復習の指示

・移動、用具操作の運
動及び運動の組み合わ
せを試行し、指導法を
考えることができる。

（予習）参考資料で多様な
動きをつくる運動遊び運動
例を調べる。

（復習）授業で学習した移
動や用具操作の運動や運動
の組み合わせを自ら指導す
る場合の指導法をまとめた
り、他の指導実践内容を探
求し整理したりする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

〇体つくり運動（系）
の指導４
/体の動きを高める運
動の指導

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：体の動きを高
める運動の指導
3.復習の指示

・体の動きを高める運
動の指導内容を試行
し、指導法を考えるこ
とができる。

（予習）「体の動きを高める
運動」とは何かを考える。

（復習）体力に応じた体の動
きを高める運動を自ら指導す
る場合のめあての持たせ方な
どを工夫し指導法をまとめた
り、他の指導実践内容を探求
し整理したりする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

〇器械運動（系）の指
導１
/器械運動（系）で養
う基礎感覚
/マットを使った運動
遊び、鉄棒を使った運
動遊びの指導

1.復習の確認と予習の
確認
2.講義：運動の基礎感
覚
3.演習：マット、鉄棒
を使った運動遊びの指
導
4.復習の指示

・マットと鉄棒を使っ
た運動遊びの指導内容
を試行、指導法を考え
ることができる。
・マットや鉄棒を使っ
た運動遊びでの基礎的
な運動感覚について述
べることができる。

（予習）器械運動
（系）で養う基礎感覚
について調べる。

（復習）養いたい基礎
感覚を明確にして、
マットや鉄棒を使った
運動遊びの指導法をま
とめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

〇器械運動（系）の指
導２
/マットの指導、鉄棒
運動

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：マット運動、
跳び箱運動
3.復習の指示

・マット運動及び鉄棒
運動の指導内容を試行
し、指導法を考えるこ
とができる。
・マット運動及び鉄棒
運動で習得される運動
感覚を述べることがで
きる。

（予習）器械運動のアナロ
ゴンについて調べる。接転
技群とほん転技群について
調べる。

（復習）後転及び開脚前
転、逆上がりができるよう
になるためのアナロゴンと
できない子どもへの補助の
仕方をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

〇器械運動（系）の指
導３
/鉄棒運動の指導

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：鉄棒運動
3.復習の指示

・鉄棒運動の指導内容
を試行し、指導法を考
えることができる。
・鉄棒運動で習得され
る運動感覚を述べるこ
とができる。

（予習）鉄棒運動におけ
る前方支持回転技群と後
方支持回転技群について
調べる。

（復習）膝掛け上がり、
後方支持回転のアナロゴ
ンとできない子どもへの
指導法をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

〇ボール運動（系）の
指導1
/ボール運動の学習内
容
/ゴール型（系）の指
導

〇ボール運動（系）の
指導1
/ボール運動の学習内
容
/ゴール型（系）の指
導

・ゴール型（系）の指
導内容を試行し、ボー
ルを持たないときの動
きや苦手な子どもでも
楽しめる指導法を考え
ることができる。

（予習）ゴール型（系）
ボール運動の共通点と種
目特性に応じた技能や
ゲーム方法を調べる。

（復習）ゲームの人数や
ボール操作の視点からバ
スケットボールの系統的
指導法をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

〇ボール運動（系）の
指導２
/ネット型（系）の指
導
〇模擬授業計画・指導
案の書き方

1.復習の確認と予習の
確認
2.講義：指導案作成方
法
3.演習：ボール運動
4.復習の指示

・ネット型（系）の指導内
容を試行し、連携プレイの
保障や苦手な子どもでも楽
しめる指導法を考えること
ができる。
・学習内容を明確に示した
指導案（体つくり運動
（系）、器械運動（系）、
ボール運動（系））を作成
できる。

（予習）ネット型（ 系）
の運動例を調べ、その特徴
をまとめる。

（復習）連携プレイの楽し
さを味わうことができる
ネット型ゲームの指導法を
まとめる。
　模擬授業の指導案を作成
する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

〇模擬授業1
/ 体つくり運動と器械
運動（系）（マット運
動、跳び箱運動）
/ 授業後の省察

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：模擬授業と授
業省察
3.復習の指示

・指導内容をしっかり
説明し、体つくり運動
と器械運動（系）
（マット運動、跳び箱
運動）の模擬授業を行
うことができる。

（予習）模擬授業の指
導案を完成する。

（復習）模擬授業を振
り返り、リフレクショ
ンペーパーと修正指導
案を作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

12

〇模擬授業２
/ 体つくり運動と器械
運動（系）（鉄棒運
動）
/ 授業後の省察

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：模擬授業と授
業省察
3.復習の指示

・指導内容をしっかり
説明し、体つくり運動
と鉄棒運動の模擬授業
を行うことができる。

（予習）模擬授業の指
導案を完成する。

（復習）模擬授業を振
り返り、リフレクショ
ンペーパーと修正指導
案を作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

〇模擬授業３
/ 体つくり運動とボー
ル運動（系）（ゴール
型）
/ 授業後の省察

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：模擬授業と授
業省察
3.復習の指示

・指導内容をしっかり
説明し、体つくり運動
とボール運動（系）
（ゴール型）の模擬授
業でボールを持たない
動きを意図した指導が
できる。

（予習）模擬授業の指
導案を完成する。

（復習）模擬授業を振
り返り、リフレクショ
ンペーパーと修正指導
案を作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

〇模擬授業３
/ ボール運動（ゴール
型）
/ 授業後の省察

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：模擬授業と授
業省察
3.復習の指示

・指導内容をしっかり
説明し、ボール運動
（ゴール型）の模擬授
業でボールを持たない
動きの指導を取り入れ
た指導を行うことがで
きる。

（予習）模擬授業の指
導案を完成する。

（復習）模擬授業を振
り返り、リフレクショ
ンペーパーと修正指導
案を作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

〇模擬授業５
/ ボール運動（系）
（ネット型）
/ 授業後の省察
〇まとめ

1.復習の確認と予習の
確認
2.演習：模擬授業と授
業省察
3.復習の指示

・指導内容をしっかり
説明し、ボール運動
（系）（ネット型）の
模擬授業でラリーを繋
ぐことを意図した指導
を行うことができる。

（予習）模擬授業の指
導案を完成する。

（復習）模擬授業を振
り返り、リフレクショ
ンペーパーと修正指導
案を作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


